
高密度多点表面筋電位計を用いた手腕運動の解析 

 
 人の筋活動にともなって生じる表面筋電位を，狭い間隔で並んだ電極を用いて計測すると，従来の表面筋

電位計に比べ，筋活動に関する情報が空間的に豊富に得られる．一方で，手の運動は，細かな筋が複雑に協調

することで生じ，それにともなって生じる表面筋電位は非常に複雑になり，扱いが難しい．そこで，本研究で

は，高密度多点表面筋電計から得られた情報を解析することで，手の運動に際して筋に生じている現象をとら

えるための，いくつかの研究をおこなっている． 

その 1つが，高密度多点表面筋電計を用いて，表面筋電位が前腕のなかのどこから生じたからを推定する研

究である．この研究では，一般的な脳波の信号源推定の手法を前腕の筋活動の同定に応用する手法を提案し，

これを実験により検証した． はじめに，実験で高密度表面筋電位計を用いて指と手首の等尺性運動時におけ

る筋電位を計測した（図 1）． 信号源の推定は，はじめに独立成分分析で計測した筋電位信号を分離，被験者

毎の MRI画像から物理学ベースの前腕の順モデルを構成，これによって得られる信号源とセンサ点との間の関

係を表す行列を通して，独立な信号と信号源との関係が得られる．推定された信号源は，対象の運動を生じさ

せる筋の位置との近さで評価し，提案手法の有効性を確かめた． 

これとは別に，高密度多点表面筋電計で計測した表面筋電位から，直接的に，手に生じている現象を，特に

指に発生する力を推定する研究についても取り組んでいる．はじめに，高密度多点表面筋電計で筋電位を計測

するとともに，指先で生じる力を計測し，これらの関係を表現する人工ニューラルネットワークを学習により

構築する，そのうえで，モデルの精度を推定値と実測値との間の決定係数により評価することで，各指の各解

剖学的方向の力の推定が，高密度多点表面筋電計の情報からどの程度可能かを明らかにしている． 
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図 1. 実験環境（左）, 計測した力の例（右上）, 計測された筋電位の時間変化の例（右中央）, 筋活動のカラーマップの例（右下）. 


